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ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い

進
む
竹
の
塚
地
域
の

環
境
整
備
計
画

い
わ
ば
、足
立
区
の
北
の
玄
関
口
と
い
え
る
竹
ノ
塚
駅
。こ
こ
を
中
心
と
す
る
竹
の
塚
地
域
で
、

い
ま
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。駅
前
広
場
を
は
じ

め
、
彫
刻
の
道
や
親
水
水
路
の
整
備
な
ど
、
い
ず
れ
も
人
と
車
の
共
存
を
図
り
な
が
ら
、生
活
環

境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。完
成
は
、来
年
の
3
月
末
が
予
定
。竹
の
塚
地
域
は
、
新
世
紀
を
迎

え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
動
い
て
い
ま
す
。

竹
ノ
塚
駅
東
口
広
場

竹
の
笹
舟
が
シ
ン
ボ
ル

大
と
畢
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
き

交
い
、
通
勤
・
通
学
は
も
蔔
っ

ん
の
こ
と
、
安
心
し
て
楽
し
い

買
い
物
が
で
膏
る
ぶ
っ
に
、
竹

ノ
塚
駅
の
東
口
広
場
5
千
9
1
3㎡

を
改
修
・
整
懈
し
て
い
毒
瓦
　

こ
の
東
囗
広
場
奮
取
叮
呑
く

誉
參
7
刀
ラ
ー
舗
装
し
、
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
奎
狩っ
人
の
た
め

に
、
雨
よ
け
奮
設
け
ま
す
。
広

場
の
中
央
部
に
は
噴
水
と
か
ら

く
り
時
計
棄
話
气
全
体
と
し

て
、
竹
9
世
舟
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
整
備
し
康
歹
。

噴
水
は
直
径
6
m
、こ
の
回

り
の
段
々
で
ひ
y
株
み
も
で
き

ホ
罵

屋
外
に
置
く
も
の
と
し

て
は
、
区
内
初
の
か
ら
く
り
時

計
。メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
た

3
分
間
の
演
技
は

、「
竹
取
物

語
」蚩
覗
材
に
メ
タ
リ
ッ
ク
(
金

禺
的
)
な
か
ぐ
や
嘔
と
従
者
を
、

私
た
芸

ざ

逕
忝
仕
掛
け
に
な

っ
て
い
ホ
罵

北
の
玄
関
口
と
し
て
の

胄
ノ

塚
駅
に

、
「
竹
」を
テ
ー
マ
に
し

た
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
が
牛
汞

れ

求
罵

竹の笹を イメージ、憩いの場としても利用できます

寺
町
ふ
う
に
整
備

赤
山
街
道
親
水
水
路
(
第
1
期
)

近
く
の
伊
興
寺
町
の
た
た
ず

ま
い
と
の
調
和
を
考
え
な
が

ら
、
落
ち
看
き
の
蜀
台
し
っ
と

p
し
た
街
道
の
麿
元
を
目
指
于

の
が
、
赤
山
街
道
親
水
水
路
の

整
備
訂
画
で
す
。

こ
の
親
水
水
路
の
整
備
対
象

は

、
は
ん
の
木
橋
(
東
伊
興
―
-
1
6
)

か
ら
補
助
凹

谿
(

伊

興
4
r
t
l
)
ま
で
の
区
間
で
す

が
、
今
回
の
第
卜
期
分
で
は

、

は
ん
の
木
僑
か
ら
西
伊
興
4

ト

ー
の
交
差
点
ま
で

、
約
5
1
0
mが

対
象
と
な
り
ま

す
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
絵
タ
イ
ル

を
ほ
め
込
む
自
然
石
の
悒
迫
、

寺
町
ふ
う
の
街
路
灯
、
区
内
で

兒
う
れ
る
烏
や
花
を
あ
し
ら
っ

た
車
止
め

、
カ
リ
ン
や
(
ナ
ミ

ズ
キ
の
花
が
咲
く
街
路
樹
な

ど
、
赤
山
街
道
の
お
も
か
げ
を

イ
メ
ー
ジ
。
見
沼
代
親
水
水
路

か
ら
ヲ

沾
m

ほ
ど
の
流
れ
と

と
E
)に
、
街
に
潤
い
萱
の
な
兄

ま
す
。

赤山街道親水水路 の完成予想図

竹の塚彫刻の道

全長600メートル

道
路
の
機
能
見
回
齒
登

、

人
々
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て
歩

哉

落
茴
香
い
て
立
ち
誥
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な

ど
、
新
し
い
か
た
ち
の
名
蒭
卮

指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
退
路
。
現

在
、
竹
の
塚
q
T
t

～
4

卜
9

の
全
長
6
0
0
mに
、「
竹
の
塚
彫
刻

の
道
」
奩
建
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
名
称
の
と
お
り

、
最
終

的
に
は
1
0
体
近
ぐ
の
彫
刻
を
設

置
、
道
行
く
人
の
g

屬
愕

汞

せ
て
く
れ
ま
大

足
も
忌

烝

息
ふ

蕗

灯
は
、
大
正
ロ
マ
ン

風
。
彫
刻
と
樹
木
ぐ
刀
ラ
ー
歩

道
と
、
街
の
雰
囲
気
づ
く
り
に

一
役
買
う
'
』と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
の
下
に
、
4
6
0ト

ン
の
水
を
た
め
る
こ

と
が
で
き

る
豕
槽
を
埋
め
、
膊

大
や
親
水

な
ど
多
目
的
に
利
用
」
ま
す
。

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
協

力
啻
聨
4

謖

す
る
「
竹
の
塚

彫
刻
の
道
」
は
、
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
た
、
交
流
の
場
と

し
て
も
注
日
き

れ
康
司

こ
れ
ら
、
竹
の
塚
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
環
境
整
備
事
業
に

は
、街
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
が
、

い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
西
部
工
事

事
務
所
へ
。

a
(
3

呂
)
l
a
l

整
備
が
進
む
彫
刻
の
道
と
設
置
彫
刻

〝石
の
風〟

竹の塚地域案内図

環
境
づ
く
り
区
民
大
会

日
時

H
月
2
0日
團
、
午
後
1
　

時
(
展
示
は
正
午
か
ら
)

場
所

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

(綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

内
容

地
域
実
践
活
動
、
交
通

安
全
、
献
血
関
係
者
の
表
彰

と
展
示
に
よ
る
活
動
紹
介
、

清
掃
事
務
所
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
な
ど

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
係

昔
(
呂
)

呂

荒
川
　冬
の
探
鳥
会

た
く
さ
ん
の
冬
鳥
が
集
ま
る

荒
川
で
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
し
ま
せ
ん
か
。
指
導
員
の
説

明
が
あ
り
、
双
眼
纃
傴
匕
必

要
あ
n
ま
サ
ん

。

日
時

1
2
月
8
日
百
)
、午
前
　

8
時
3
0
分
～
以
唱
芬

場
所

西
新
井
橋
～
扇
大
橋
間
　
　

(
荒
川
右
岸
・
干
住
側
)

※
西
新
井
橋
・
千
住
側
軣
R

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
万
(
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
)

定
員

5
0人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

譛
水
丘
一

の
公
社

゛
(
3
8
8
)
8
1
2
6

足
立
区
教
育
委
員
会
委
員
に

中
田
貢
弘
氏
が
就
任

1
0月
2
4日
(
木
)
、
足
立
区

愍
戛

具
に

、
中
田
貢
弘
氏

(
西
新
井
↓
1
2
)

が

離

じ

声

梶

。

《
足
立
区

教
育
委
員
会
》

愛
称
決
定

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

イーストウェーブ
福祉の新しいうねり

東の地から

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
(
神
明
南
2
卜
6
卜
1
8
)

の
愛
称
が
決
ま
り
、1
0月
2
0

日
の

「
た
ん
せ
芦

で
、
発

表
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「

イ
ー
ス
ト

ウ
ェ
ー
ブ
」

応
募
総
数
3
4
5

点
の
中
か

ら
、地
万の
皆

さ
ん
の
推
薦
と
、
障
害
者
団

体
の
選
考
鳶

叨
ふ
垂
れ

た

も
の
で

。
名
付
け
親
は
本
橋

秀
大
さ
ん
(
区
内
在
勤
)
で

す

。「
昔
オ
ー
ト
バ
イ
事
故
で

重
傷
奮
負
っ
た
と
き
、
い
ろ

い
ろ
揺
れ
動
い
た
心
境
奮

」

め
ま
レ
ぷ

と
話
す
本
橋
さ

・
ん

。(
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
つ
人
の

、
希
望
石
不
安
の

間
を
痞
れ
る
心
の
肢
を
表
す

と
と
も
に

、
地
域
社
会
に
向

け
て

、新
し
い
障
害
者
観
人

間
観
・
福
祉
観
の
苳

冨

舎

琴

手

、
躍
動
の
イ
メ
ー
ジ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
愛
称
が
、
セ

ン
タ
ー
の
も
う
一

つ
の
呼
び
名
と
し

て
、
区
民
の
髻
汳
兀

に
親
し
ま
れ
る
よ

う
、
大
粤
ぐ
育
ん
で

い
忝
豕
y
。
福
祉
の

新
し
い
う
ね
り
を

苞
信
す
る
、
響
忝
も

儚
じ
い
「
イ
ー
ス
ト

ウ
ェ
ー
ブ
」煢

ど

う
ぞ
よ
う
し
く
。

問
合
せ
先

東
部

障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

さ
(
5
6
8
2
)
　

～
7
0

愛
称
発
表
に

わ
く
会
場
(
た
ん
せ
祭
で
)

スイム
スポーツセンター

うきうき館

「
区
内
第
2
の
ス
ポ
ー
ツ
拠

汐

と
な
る
、
ス
イ
ム
ス
ボ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
(
西
保
木
開
4
1
1
0
1
)

ぷ
汞

プ
ー
ル
と
体
育

鯔
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

な
ど
の
施
設
を
加
え
、
ス
ポ
ー

ツ
は
も
ひ

ク
ん
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

来
年
の
y
月
上
旬
オ
ー
プ
ン

予
定
の
、
こ
の

施
設
に
愛
称

が
つ
き
ま
し

た
。「

う
き
う
き

館

」
応
募
総
数
1
1
7点
岑
嚴
正

に
審
査
し
た
結
果
、
増
田
文

咨
ん
(
千
住
噐

万
町
)
の
作

品
が
選
ぱ
れ
ま
し
た
。「
私
は

ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
な
ん
で

す
」
と
言
う
増
田
さ
ん
。
し

か
し

、
愛
称
は
身
釟
y
心
も
浮

き
立
つ
ぷ
っ
で

、
営
又
や
す

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
応
募
者
の
中
か
ら

畑

塲
で

、2
0人
の
方
に
記
念

品
を
憩

胃
し
ホ
罵

問
合
せ

先

本
庁

舎

牟

住
)
・
体
育
施
設
建
設

昔
(
3

尚
2
)
I
I
I
　
I

㈹
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児

童

福

祉

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

一
享
荐
懈
し
て
い
る
方
に
支

袙
し
ま
す
。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
禾
満
(
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
氾
蔑
劬
詼
未
満
)

で
。
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
邯
薑
。

▽
父
母
が
離
婚

マ
父
親
が

死
亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
に
1
年
以
よ
塚
莱
さ
れ

て
い
る

囂
侖
が
法
令
に
よ
?

年
以
ぶ
裂
罟
れ
て
い
る

マ
父
麭
が
い
な
い
(
母
親
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
雹
捫
だ
児

童
で
、
父
藾
が
磊
笏

呎
て

い
な
い
)

マ
父
親
が
重
度
の

障
害
(
身
体
障
害
者
壬
暇
I
・

冫
悟
慶
)

※
次
に
莅
宇
る
万
に
は
、
支

誓

呑
卷

ん
。

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方

▽
公
的
年
舎
原
栢
し
て
い
る

方

▽
忠
男
…一父
母
の
死
亡
零

に
よ
り
公
的
甼
婪
″受
給
し
て

い
る
、
ま
たほ
加
給
対
象
「
な

っ
て
い
る

▽
認
戳
湎
沍
に

入
所
し
て
い
る
。

手
当
月
額

▽
忠
早
人
…
3
　

歹

千
円
(
所
得
が
一
定
額

以
上
の
方
は
、
2
万
く
千
7
7
0
　

円
)
▽
冫
人
且
賢
芋
円
。

叉
目
以
降
は
1
千
円
加
算

寮
昭
和
6
0
年
&
月
1
限
窿
に

l
畏
隻
手
当
の
支
鎰
蚕
件
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方

は
、
正
詣
鋤
函
が
な
く
5
年

以
圭
恚
の
請
求
を
レ
冫
か
っ

か
場
合
、
認
定
請
求
が
で
忝
な

く
な
n
t
t
。

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0鎭
禾
満
で
、
心
身
に
重
度
-

次

の
い
I

マ
精
神
薄
弱
で
、
愛
の
手
帳
L

ふ
亜
程
度

マ
身
体
障
害

刄

身
体
障
害
者
手
帳
Å

級
程
度

※
次
に
該
当
気
芳
に
は
、
支

給
さ
れ
ま
餮
へ

▽
所
得
が
限
彦
額
以
上
の
方

マ
1
馬
砂
障
害
奮
壻
万
T

る

公
的
年
金
盃
葩
し
て
い
る
　

▽
忠
男
蝙
謖
に
入
所
し
て

い
る

手
当
月
額

ワ
重
度
・
:
4
万
t
　

千
籾
円

▽
中
度
:
う
翕
す

千
辧
円

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　
(

千
住
)
・
児
屏
助
成
係

法
改
正
に
伴
う

児
童
手
当
の

事
前
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す

平
成
4

年
L
月
か
ら
法
改
正

に
よ
り
、
譛

鞏

当
が
第
L
子

か
ら
支
給
対
象
芸

者

棄
夛

。

(
か
だ
し

、
平
成
3
年
L

月
2
-

譛

沒

、
手
当
の
支
給
に
は
申

請
が
必
要
で
、
申
請
9

賈
か

ら
支
給
さ
9

ヂ
)

今
回
に
限
り
、
制
度
の
移
行

に
啓
畢
蓉
彗
粱
胃

l
叺
?
2
行
つ
て
い
ネ
歹
。
こ

の
期
間
に
申
腆
辰
侑
は
、
平

成
4
年
丁
黯
分
か
ら
支
給
と
な

り
豕
す
。

現
在
、
手
当
蔘
受
給
中
の
方

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
双
子
等
で
、
平

成
3
年
L
月
2
日
以
降
に
牛
袤

れ
た
竿
字
の
児
筑
砂い
る
場

合
は
、増
額
申
請
が
必
翆
奎

。

第
1
子
以
降
に
つ
い
て
は
、

平
既
4
年
・
平
成
5
年
戸
経
過

借
男
冢
誓
手
(
表
―
)
。

表1　< 児童手当>　 制度改正の概要□
申
請
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
請
求
人
名
義
の
是
立
区
内

金
融
機
関
の
通
帳
(
郵
便
局
を

除
く
)

②
印
か
ん

③
年
金

の
加
入
状
況
が
確
認
で
燮

も

の
▽
厚
生
年
金
に
加
入
の
万
…
　

厚
生
年
金
え
7
健
康
保
険
　

証
ま
t
ほ
年
金
加
入
証
明
書
　

マ
共
済
年
金
に
加
入
の
万
:
　

共
済
組
合
証
(
健
康
保
険
証
)

マ
国
民
年
金
に
加
入
の
万
:
　

国
民
年
令
乖
啝

※
公
務
員
の
方
は
、
動
務
先
へ

申
羶
U
て
ぐ
だ
さ
い

。

平
成
3
年
1
月
2
尽
隊
に

足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
平

成
3
年
1
月
1
猛
徑
の
住
所

地
で
の
、
平
成
3
年
畧
町
得
証

明
書
(
児
單
キ
当
用
)
が
必
要

で
歹
。
ま
た
、
所
得
制
限
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
£
U

で

す
(
表
2
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)
。

児
熏
即
成
係

表2　 平成3 年度児童手当　所得制限額表

※ 5 人目以 降は、1 人増え るごとに30 万円加 算し ます。

生
活
環
境

区
民
農
園

利
用
者
募
集

募
集
農園
表
易
嘉
り

利
用
期
間

平
嵎
4
年
―
月
朷

旬
～
平
成
5
年
冫
月
下
旬

対
象

区
内
在
住
で
耕
作
地
が

な
く
、
園
芸
に
熱
意
の
あ
る

世
帯

費
用

5
千
円
(
温
埋
し
ま
せ

ん
)

利
用
条
件
等

▽
野
粟
や
草
花

の
栽
培
に
限
る

マ
種
苗
や

肥
料
芦

鱈
邑
負
担

▽
」

農
具
は
、
各
農
園
に
多
少
用

意
し
て
あ
り
ま
す

▽
水

道
、ト
イ
レ
傴
に靡
習
汞
T

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希

箋
灸
贏
園
名
、丗
僭
主
名
、

住
所
、
家
族
全
員
の
氏
名
・

年
齢
、電
話
番
譽
濫
叨
記
(
返

信
用
(
ガ
キ
隘
ら
住
所
、
氏

名
を
記
入
)
、現
在
利
用
中
の

方
は
、
こ
れ
ま
で
の
区
画
番

号
壑
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
叩
頭
以
上
の
万
が刹

用
万
岳
僭
の
方
は
、「
老
人

コ
ー
ナ
ー
愈
男

と
記
入
し

て
ぐ
だ
さ
い
(
一
般
よ
ひ
当

選
謇
i

遇
)

※
申
し
込
み
は
、L
世
帯
L
通

に
限
り
兎
す
。

申
込
期
限

U
易
一
日
消
印
有

効
公
開
抽
選

1
2月
6
日
(
金
)
、

午
前
9
時
～
正
午
、中
央
本

町
庁
舎
絮
・
契
鬣
室

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
疉
筺

〒
3
中
央

本
町
A
I

き
(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

表3　募集する区民農園

緑
の
協
定
を

結
び
ま
せ
ん
か

区
で
は
、緑
釁
か
な
ま
聡
つ

く
o
卷
穫
y
だ
め
、区
と
「緑

の
協
定
」を
哂
ぶ
事
業
所
を
募

集
し
て
い
求
y
。協
定
を
貊
ん

だ
辜
稟
所
に
は
、
区
か
ら
苗
木

奮
脛
じ

、
緑
の
保
護
謚
晟

に
努
め
て
い
た
だ
き
l
y
。

対
象
こ
な
る
事
塞
垪
は
、
区

内で
工
場
。
倉
庫
、
店
舗
、
学

校
ま
た
は
幼
稚
園
な
ど
を
営

み
、
そ
の
敷
地
の
冫
呂
地
部

分
が
槇
㎡
ぞ
右
有
す
欠
欝
合

に
限
n
t
夛
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
。

緑
化
係

あ
き
地
の
草
刈
り

に
ご
協
力
を

雑
草
が
あ
き
地
に
生
い
茂
る

と
、1

で
な
く
、
防
犯
上
の
問
題
か
ら

も
、
近
隣
の
方
々
に
保
涙
冪
か

け
>
O
J
A
Jにな
Q
豕
歹
。

ま
た
、
秧
が
ら
冬
に
か
け
て

の
季
節
は

。
伸
び
蛋

躄
泰
放
-

し

、
火
災
の
発
牛
薦

早
(
変
危

弛

浹

聊
こ
な
n
ま
す

。
あ
き

柳

集

宥
ま
a

ほ
管
理
し
て
い

る
万
は
、
地
原
の
環
境
鳶

茗

た
め
に
、
草
刈
り
に
ご
協
刀
ぐ

だ
さ
い
。

な
あ
、
髻
足
立
区
水
こ
鞦
の

公
社
で
は
、草
刈
り
の
代
行
(
有

料
)

や
、
草
刈
り
龝
の
貸

」一y出

し
(
無
料
)
査
竹
っ
て
い
ホ
ヂ

。

ぜ
ひ

、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

嬲
水
こ

輙

の
公
社

容
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

相

談

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

次
の
保
音
薗
で
は
、経
験
豊

富
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
、育
児

相
談
に
応
じ
て
い
宋
y
。相
談

の
秘
密
は
厳
守
じ
豕
y
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
　

野
保
育
園
西
新
井
本
町
t
　

-
1
2
9
-
2
3
登
(
～
9
0
)
　
3
2
0
0

・・・
毎
週
月
・
土
曜

日

▽
親
隣
館
保
育
鮠

梅

田
4
1
2
9
卜
酊

昔
(
3
8
　
8
9
)
3
8
6
0

・・・
毎
週

水
・
金
曜
日

▽
新
田
保
育

園

新
田
2
1
1
1
1
0

容

(
3
9
1
4
)
6
4
8

・・・

毎
汾
(
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ

も
、
午
前

轟

～
午
後
眞

相
談
方
法

電
話
夸

癶

面

接

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

暹

詼
教
育
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
ば
、お
孑
さ

ん
の
教
雙

あ

悩
み
に
つ
い
て
、

専
門
貝
が
相
肪
g
3
g

ヂ

。

□
面
接
相
談

日
時

第
7
‘
・
t
土
曜
口
と
日
　

曜
日
、
祝
旦
冫
隊
く
毎
日
、

午
前
1
時
～
午
後
i
時
(
土

暇
R
ほ
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ

ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
9
)
　
9
5
3
1

▽
綾
瀬
分
室

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8
　

▽
寐
屓
分
室

き
(
3
8
5
　
g
)
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時

毎
響
了
金
曜
日
、午
　

前
1
時
～
午
後
t
時
叩
分

電
話
番
号

登
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

便
利
で
安
心

税
金
や
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
愚
農
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
に
、
口
座

振
替
鬢
荊
用
ぐ
だ
さ
い
。

口
座
振
霄
に
す
久
と
。そ

れ
ぞ
れ
の
納
蜀
左
に
自
動

的
に
納
付
さ
れ
朿
y
の
で
、

納
め
忘
れ
が
な
夊

儚
莉
で

安
心
で
す
。

申
込
方
法

預
金
通
帳
、
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
　

申
込
先
の
窓
口
へ
持
参

申
込
先

預
金
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
(
郵
便
局
を
除
ぐ
)
、

ま
た
は
区

役
所
担
当
課
窓
　

口
、
各
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
中
臾
本
　

町
庁
舎

▽
特
別
区
民
税
・

都
民
税
…
納
税
課

豐

(
1
)
g
l

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・
由

民
僵
濆
保
険
課

宍一
(
3

呂
)
5

↑
3
3

▽

国
民
年
金
保
険
料
…
国
民

年
令
戻

さ
(
肖
)

―

( 忘年会
新 年会 ) 　シーズン間近

政治家等の

寄附は禁止

昨
笳
肩
に
、
公
職
選
挙

法
の
一
部
が
収
正
さ
れ
ま
し

た
。yれ

は
、
金
の
£

沢

な

い
政
治
の
実
現
と
、
選
掌
の

公
正
の
嗄
保
に
役
立
ア
式
だ

め
り
り
の
。
寄
附
を
し
た
政

治
窗
ほ

も
ち
ス
ん

、
政
治
家

に
対
し
て
寄
付
夲
要
求
匚
た

有
権
耆

旨

、
割

腹

澪

寸
気
y
にと

に
な
q
F

‥だ

。

違

況
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、

公
民
権
(
選
推
理
ふ
蜃

掌

権
)
の
渟
七

ね
晋
亟
夛

。

忘
年
会
・
新
年
会
の
シ
ー

ズ
ン
奪

肇
忿

に
あ
た
り
、

も
つ
一
度
寄
附
に
つ
い
て

考

え
刄

営

じ

ょ
う
。

牙

轟
澁

函
ほ

、
次
の
と

お
り
で

す
。

Q

慾
儼
等
が
、
町
会

翕
こ
の
忘
年
会
・
新
年

会
に
出
席
す
る
際
に
、
寸

志
・
御
祝
等
の
旬
石
蒭
田
せ

求
y
か
。
ま
べ
会
費
制
の

行
事
に
出
席
茣
だ
め
に
、

会
費
童
罫
多
'
にと
は
で
き

事

か
。

A

寸
恙

税
等
は
謇

附
殺
酋
、
罰
則
黔
石

つ
て
寒
昊
れ
求
y
。
会
費
制

の
場
合
で
t
か
、
債
務
の
履
行

と
し
て
の
会
費
で
あ
れ
ば
。
支

払
つ
否
に一が
で
忝
豕
T
。

Q

政
治
家
等
が
、
忘
年
会

に
出
弓
覃
走
し
て
い
た

の
で
会
費
夲
支
払
っ
た
が
、
急

用
の
な
め
出
席
で
忝
尽
く
な
っ

た
。
会
費
を
返
し
て
も
ら
わ
な

い
と
寄
附
に
な
り
季
ふ
。

A

返
済
し
て
も
ら
わ
な
い

と
寄
附
に
な
n
t
i
。
し

た
が
っ
刄
罰
則
君
っ
て
禁

止
さ
れ
ネ
y
。

Q
箍
袈
等
が
、
自
治
会

の
疔
事
な
ど
の
際
に
、
慣

習
に
よ
Q
竺

封
を
出
廿
汞
歹

か
。

A
こ
の
包
命
ほ
、
寄
附
に

あ
た
り
役
員
で
あ
る
と

か
、
出
縻
掌
夕
笳
の
理
由
が

あ
っ
て
も
、
罰
則
を
も
っ
て
禁

止
套
筆
歹
。

Q
政
治
家
等
が
、
お
祭
り

に
寄
附
し
た
り
、
会
合
等

に
お
酒
奮
椚
X
れ
る
こ
こ
が

蓄
星
ふ
。

A
至

萋
絮
へ

す
べ
て

寄
附
こ
な
ひ
、
罰
則
啻
も

つ
て
罌
汝
れ
惠
y
。

※
「
寄
附
匐
紐
、
盒
黷
品

そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供

与
茜
惣
将
、
と
3
れ
て
い
ま

す
。
(
公
職
選
挙
法
)

会合 への こ祝 儀

Q

政
治
家
等
が
、
正
月
に

自
宅
に
来
た
選
挙
区
内
の

有
権
者
に
対
し
、
酒
食
を
提
供

す
気
y
に
戸
か
で
岑
乖
ふ
。

A

で
空
弄
凡
。
飲
食
物

の
提
供
は
、
寄
附
歹
な
ひ

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

す
。Q

整
髪
等
が
、
名
入

ひ
の
乖
ぬ
ぐ
い
、
カ
レ

ン
ダ
ー
等
奮
澀
皀
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
閹
る
冫
と
が

で
空
手
か
。

A
茣

盈

尼
。
寄
附

と
な
ひ
、
罰
則
衣
も
っ

て
罘
ぷ
さ
れ
李
y
。

Q

塾
綟
等
が
、
選
挙

区
内
に
あ
る
者
に
対
し

i
炙
お
歳
春
、
入
学
祝
、

出
産
祝
な
ど
。
従
来
か
ら
慣

愆
じ
て
訌
紂
て
い
る
よ

う
な
も
の
も
、
し
ア
ほ
い
け

な
い
の
で
y
か
。

A

薫
y

お
り
で
歹
。
y

れ
§
拏
y
ぺ
て
寄
附

と
挈
き
れ
、
罰
則
を
も
っ
て

翠
生
辰
輦
チ
。

そ
の
ほ
か
、政

治
家
は
、

年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
等
、

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
'
畝
荼

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
'

4
y
ち
な
い
」
の
ル
ー
ル

稾

又
y
ぶ
つ
、
皆
齏
約
の
'
」

理
解
と
ご
協
力
夲
お
願
い
し

求
瓦

《
選
挙
管
理
委
員
会
》
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みんなの健康
足 立 保 健 所　 　3855- 4151
千 住 保 健 所　 　3888- 4277
江 北 保 健 相談 所　 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　 　3606- 4171
中央本町保健相談所　 　3880- 5351
本庁舎(千住)・保健予防係　　3882- 1111(代)

税

金

年
末
調
整

説
明
会

日
時
・
場
所

表
4
り
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

特
別
徴
収
係

　
(
3
a
　
o
)
5
8
1

、
足
立
税
務

署

　
(
1
)
6
2
　
4
1

、
西
新
井
税
務
署

昔

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

中
学
生
対
象

税
に
関
す
る
作
文

区
内
の
中
罍
車
麥
対
象
に
、

足
立
・
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
命
ぼ
、「
税
に
関
す
る
作

文
こ
竇
掵
し
声
姙

。
審
査

今

連
賢

だ
今
年
り〈
選
者

の
コ
石
、
一
席
の
方
は
次
り
と

お
以
冫
(

敬
称
陋
)
。

ま
た
、
区
で
幤
(
選
作
を
呎

く
区
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
税
へ
の
関
心
が
高
ま

る
ぶ
2
焦
展
を
竹
い
ネ
y
。

□
足
立
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

マ
川
村
知
子
(

渕
江
中
)
　

▽
米
島
節
子
(

測
江
中
)
　

▽
山
田
直
夫
(

蒲
原
中
)

□
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
▽
隹
刄
千
坊
契
(
第
十
四
中
)

マ
荒
川
良
恵

孚

沼
田
中
)
　

▽
藤
范
吟
t
(

伊
興
中
)
　

▽
田
代
壁

こ

入
谷
凖
甲
)

□
作
文
展
日
程
・
場
所

▽
1
1
月
1
5
E～
f
拶
に
・
:
動
労
　

福
祉
会
館
(
プ
ル
ミ
エ
内
)
　

▽
H
弖
捏
y
2
2
日
・
・
・
伊
興
　

セ
ン
タ
ー
、
中
央
本
町
庁
舎
　

▽
H
月
2
1
日
～
m
曾
・
:
江
北
　

セ
ン
タ
ー

※
閉
庁
・
休
館
日
産

哭

汞

罵

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課
蘓

葆

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

表4　年末調整説明会会場　時間はいずれも午後1時30分～4時

※ 車での来場は、ご 遠慮ください。

仕

事

求
人
・
求
職
は

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
へ

□
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

蠹
里
の
万
で
、
家
庭
で
で

寺
Q
簡
単
″予
仕
亊
屁
と
、
内

職
に
適
レ
萍

』事
が
あ
吁
喬
に‘

夲
裳
茹
ら
母
呉
吉
い
。

□
相
談
コ
ー
ナ
ー

マ
家
庭
で
内
職
を
」た
い
方
…

求
人
票
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す
。
条
件
に
あ
っ
か
汪
事
が
あ

れ
ば
、
紹
介
に
¥
ヂ

マ
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
膏
た
い

方
L
目
由
に
見
る
こ
こ
が
で
き

亟
予
(
公
開
カ
ー
ド
を
假
ベ

パ
ー
ト
職
業
相
談
、
紹
介
に
応

じ
て
い
零
歹

※
電
話
で
の
紹
介
嗔
毎
乖
疂

ん
の
で
、
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
っ

(
3
8
8
)
3
5
8
4

年

金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

第
3
号
手
続
き

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
。
厚

生
手
訝
笘
に
加
入
し
て
い
る

夫
の
扶
忝
こ
な
っ
て
い
る
2
0
歳

以
卜
叨
歳
未
満
の
万
は
、
手
続

霤
写
香
と
で
国
民
年
金
第

3
脣
被
保
険
者
戸
な
り
豕
y
。

区
忿
町
に
あ
盃
涵
け
署
に
、

夫
の
勣
{一
死
で
証
明
岑
受

け
、

届
け
出
て
ぐ
だ
さ
い
。

夫
が
国
民
年
舎
t
や
め
て
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
時
は

卦

鴛

ん
、
夫
が
転
職
レ
た
時

に
も
、
あ
ら
た
め
て
届
け
出
を

す

忍

要
裂

跫

更

第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
夫
が
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
岔
哢
負
担
灸
任
絎
み

に
な
っ
て
い
求
罵

夫
の
保
険

料
が
増
え
豪
に戸
石
、
自
分
で
I

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
f
・

国
民
甼
籘

灑
用
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

ね
を
兀
の
仕
掛
み
や
手
続

責

保
険
料
9

払
い
方
笈

ど
、
童
舎

表

相
談
に
'
処

・蛋
だ
め
、
冫
f
胼
に
出
張
し

て
相
談
奮
行
っ
て
い
ネ
罵

日
時
・
場
所

譽
从
y
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
甼
鏥
罹
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
8
6
1

表5　11月のねんきん出張相談日程

す
ま
い

11月
23
日

第
4
回
あ
だ
ち

ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
古
代
口

I
マ
で
集
命
'
?
湊
行
う
公
共

広
場
に
由
来
し
豕
T
。

討
議
を
聡
い
た
り
、
宰
丙
楽

を
鑑
芦
レ
た
り
、
扣
罕
彫
刻
教

室
で
芸
術
家
気
分
を
味
わ
っ
た

り
。
婁
弓
く
ひ
晋
鬯
χ
な

が
ら
耆
殳
汲
場
が
、
晢
冗

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時

1
1
月
2
3
B
(
祝
)
、
午
前
　

1
0
陬～
午
後
轟

場
所

馨
最
興
眤
ほ
か

内
容

譽
豕
と
お
り

主
催

足
立
区
、
足
立
区
ま
ち

づ
く
息
媛
連
絡
会
、
髻
だ

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)
・

枩
弓

く
箟
課
、
枩
弓
く

り
公
社

容
(
3
6
0
4
)

表6　 まちづくりフォーラム内容

募

集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者

'にみ
の
減
釁
と
囂
厮
の
再
利

用
の
な
め
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
鴟
催

。
家
庭
内
刄
一一
つ
て

い
る
不
用
戞
y

不
堡
否

冐

ひ

サ
イ
ク
ル
し
恋
し
ょ
う

。

日
時

1
2
月
8
日
(
日
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

※
同
時
に
不
用
傘
の
回
収
鷽
忖

い
ま
す
。

対
象
・
区
内
在
住
・
在
動
の
方

(
食
品
・
菁
贔
等
の
販
売
。

恚

苜
的
の
万
ほ
不
可
)

募
集
区
画

1
0
0区画
T

区
画

2
m
X
2
m
)

手
持
出
店

出
店
料

無
料

申
込
方
法

直
筆
窓
口
ま
応
は

電
話

申
込
期
限

U

叺
冐

申
込
・
問
合
せ
先

中
臾
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
3

印
刷
・
デ
ザ
イ
ン

講
習
会

日
時

1
1月
2
2
E
(金)
、
午
後

i
時
覗
了
9

時

場
所

勣
労
獨
燮
罷

対
象

印
刷
業
に
橋
わ
る
万
お

よ
ぴ
関
心
の
あ
'
9万

内
容
・
講
師

マ
霍
罕
画
面
に

よ
る
召
ブ
ー
甄
取
シ
ス
テ
ム

9
役
・・・飆
畄
款
茂
、斉

爨
挈
民

▽
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
よ
る
情
報
処
刪
節

刷
業
へ
の
展
開
:
嵩
沢
匱
隆

氏
、
高
憊
笳
罠

、
五
百
贋

墮
劈
氏

定
員

9
0人
(
先
着
服
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
工
業
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

読
書
週
間

記
念
講
演
会

日
時

U
昼
冐
(
土
)
、
午
後

1
時
か
ら

場
所

江
北
セ
ン
タ
ー

講
師

意
門
冬
二
氏
(
作
冢
)

内
容

歴
史
の
襾
に‥み
方

匚
素
平
記
を
例
に
し
T

定
員

聊
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

磊
更

ほ
蕕

窓
口
(
入
場
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
図
書

館a
(
3
8
9
0
)
4
4
8
8

掲
示
板

□
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
青
年
の
社

会
参
加
を
考
え
る
」

東
京
足
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
創
立
辺
周
年
記
念
事

業
で
T
。

日
時

1
1月
召
匕
(金
)
、
午

轌

蒔
迴
T

眞

習

場
所

浅
草
R
o
x
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
会
館
・
旧
階

申
込
・
問
合
せ
先

芦
川
　

　
(
1
)
0
4
4
4

□
郵
便
局
の
年
末
年
始
ア
ル

バ
イ
ト
募
集

期
間

U
俣
甘
～
平
成
4
　

竿

良
…扛

内
容

曁
け
、
配
達

時
給

▽
内
動
…
7
6
0
円

▽

外
動
…
辧
L
Ⅲ
円

或
交
通
費
千
円
ま
で
支
給
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
郵
便

局
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ま
ち
か
ど
通
信

地
球
に
や
さ
し
い
環
境
を

大
和
書
道
院
「
墨
縁
ス
ク
ー
ル
」

戻

代
を
衵
酉

盂

だ
ち
に

自
然
や
物
の
大
切
枩

笳
蘚

し

て
も
ら
い
た
い
」
大
和
槽

埴
院

ア
ほ

、
そ
ん
な
巓
い
を
込
め
て

滅

筴
保
全
。
f
t
"ア
ー
マ
に
席

書
大
命
百

い
、
1
0月
1
3日

、

伊
興
セ
ン
タ
ー

で
そ
の
セ
レ
モ

ニ
ー
豐
鬨
催
し

奔
に処

。

私
た
ち
の
生

命
に
か
か
わ
る

單
(
な
こ
の
問

題
。
そ
の
関
心

奮
咼
め
る
艮
い

き
っ
か
け
冫
な

っ
た
の
で
は
、

と
思
い
ま
ず
。

「
守

」る
心
を
大

切
に

もしも の とき に備 えて

カラオケボッ クス防火 訓練

1
0
月
9
日
、実
際
に
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
便
つ
て
実
践
さ

な
が
ら
の
訓
練
煢
千
t
圧
消
防

署
が
行
い
訳
レ
た
。

参
加
者
は
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
の
経
営
者
、
従
業
員
の
万

な
ど
屁
人

皆
六
ん
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
と
い
う
持
豕
な
建
物

で
の
火
災
の
怖
会
蓄
愈
し
、

真
剣
な
表
情
で
取
趾
刄
で
い

声
梶

。

こ
9

鬻
な
火
災
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
も
、
火
の
万
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
用
心
」た
い
も
の

ナに夛

。

伊達宗 城
足 立 に 現 わる

E
展
の
評

議
篩
な
ど
、

活
躍
中
の
彫

刻
家
真
海
徳

太

朗

さ

ん

(
梅
田
六
丁

目
在
住
)
。最

新
作
は
、
幕

末
の
四
賢
公

の
一
人
憊
埋

宗
城
の
銅
像

で
す
。今
年
1
2
月
が
没
後
圈
年

に
あ
た
る
戸
冫
に
か
ら
、ゆ
か
り
?

「
々
が
制
作
夲
思
い
た
ち
、

真
海
六
ん

に
依
頼
」
だ

も
の
。

明
治
時
代
の
大
礼
服
の
細
か

い
刺
し
ゅ
う
や
、
は
い
て
い
た

靴
の
再
現
に
は
、
特
に
苦
労
さ

れ
た
と
い
い
求
瓦

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

映
像
で
見
る
世
界
(
第
7
回
)

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
は

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
(
人
種

隔
離
)
政
策
に
よ
っ
て
、国

際
社
荼
の
中
で
孤
立
し
て
い

た
南
ア
フ
り
ゐ
に
釦
収
善
の

兆
し
が
祭
?
き
ま
レ
た
。

そ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
4
ほ

ど
の
冫
冫
武
の
だ
っ
た
の

か
、
何
が
問
顎
な
の
か
を
ふ

口
返
口
ま
す
。

日
時

H
月
卿
只
水
)
、
午

後
7
時
匚
1
時
叩
分

内
容

国
際
濯
苣
広
報
セ
ン

タ
ー
提
供

①
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
の
国
レ
南
ア
フ
リ

カ
ー

②
抵
抗
の
世
代

申
込
方
法

直
接
会
場
へ

応
援
し
ま
す

あ
な
た
の
子
育
て

子
厚
に通
信
づ
く
り
の
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
新
し

い
仲
間
、
大
歓
迎
で
す
。

日
時

H
月
卯
貝
金
)
、午
　

前
1
0
時
～
正
午

-

い
ず
れ
も
-

費
用

無
料

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

青
年
セ
ン
タ
ー

(
6
0
)
0
9
)

―

情 報 コ ー ナ ー
区 役 所本 庁 舎( 千 住) 駐 車 場 の 利 用中 止
次 の 日は 、地 下 駐車 場 が使 用 で き ま せ ん の で 、ご 注 意 く ださ い。
日 時 11月23 日( 祝)
問 合 せ先 ( 財) 足 立 区 まち づ く り 公 社　 　3604- 7761

商業経営近代化講座
第1 回参加者募集

活 力 あふ れ る に ぎ わ い の まち 「あ
だ ち 」 を目 指 し て 、 商 業経 営 の 近 代
化 を 目 的 とし た 講 座 を 、3 回 シ リ ー
ズ で 行 い ま す。
日 時 11月21日( 木) 、午後1時30分　～

3 時30分
場 所 エ ル ・ソ フ ィア

対 象 商 業 者 およ び 関 心 の あ る方
テ ーマ 「大 店 法 適用 除 外 後 の 商業

環境 と 中 小 企業 庁 の 考 え 方丿
講師 沖 茂 氏( 通産 省 中 小 企 業庁 ・

小 売 商 業 課 長)
定 員 50人
費 用 無 料
申 込方 法 電 話予 約
申 込・ 問 合 せ 先 中 央 本 町 庁 舎 ・ 商

業 振 興 係 　3880- 5191

第20回

足 立区 合 唱コ ン ク ー ル

区 内 の 小 ・中 学 校 地 域 のグ ル ー
プ が 美し い ハ ーモ ニ ー を 競い 合い
ま す 心 地 よい 歌 声 で 、 さ わや かな
秋 の 一 日を お 楽 し み く ださ い
日 時 11月23 日( 祝) 、 午 前10時30 分

開 演
場 所 文 化 会館( 入 場 無 料)
内 容 冫 小 学 校 … 5 校D 中 学 校 …

8 校[ > 一 般 … 18団 体 が 出 演
審 査 員 真 篠将 氏 、鈴 木 富三 氏 、佐 々

木 行 綱氏
特 別 出 演 東 京 足 立 少 年 少 女 合 唱

団 横山 美 奈 氏( 声 楽 家 、ソ プ ラ ノ)
問 合 せ 先 本 庁舎( 千 住) ・文 化振 興

係 　3882- 1111 ㈹

あいあい公社
特別講演会

足 立 あ い あい 公
社で は 、 作 家 の藤
原 て い 氏 を お 招き
し て 講 演 会 を 開 催
し ます 。

日時 11月21日( 木) 、午後2時～4　
時

場 所 竹の 塚 セ ンタ ー4 階 大 ホ ー ル
( 入場 無 料)

テ ー マ 「か ぎり なき 日 々一 高 齢 者
の自 立を 考 え るー 」

定 員 300 人( 先 着 順)
申 込 ・問 合 せ 先 あ い あ い 公 社

3856- 0274

西 部 障 害 福 祉 総 合 セ ン タ ー

と ん がり ぼう し カ ーニ バル

と んが り ぼう し の 壓根 の も と 、 楽
し く 温 か い ま つ り を 準 備 し て い ま
す 。ち ょ つと の ぞ い て みま せ ん か 。
日時 12月1日( 日) 、午前10時～午　

後3 時
内 容 バ ザ ー 、 模擬 店、 展 示 な ど
場 所・ 問 合 せ 先 西 部障 害 福 祉 総 合

セン タ ー 谷 在家3- 13- 1
3853 ―0632

アイススケ ート
初 心 者 講 習 会

日時 12月2・3・4日、午後6時　～
8 時3{ }分

場 所 サ ン ス ク エ ア ・ア イ ス ス ケ ー
ト 場( J R 王 子 駅 下車 徒 歩2 分)

対 象 区 内 在 住 の 小 学生 か ら 中 学 生
ま での 子 供 と 保 護 者、 お よ び16 歳
以 上の 初 心 者( 3 日間 出 席 で き る
方)

定 員 150 人( 先 着 順)
費 用 無 料( た だし 、 貸 靴 料 は 自 己

負 担1 回400 円)
申 込 方法 往 復 ハガ キに 住 所 、氏 名、

年 齢、電 話 番 号 、「 スケ ート 講 習 会
希望 」 と 明 記

申 込 先 足 立 区 スケ ート 連 盟 ・ 長 谷
部 〒120 千 住 寿町26- 5

問 合 せ先 本 庁 舎( 千 住) ・ 体 育 振 興
係 　3882 ―l l l l ( f t )

第41回
足立区文化祭

入 場 無 料で す 。 ぜ ひ 、 ご 鑑賞 く だ
さ い。
日時 ・ 場 所 下 表 の と お り
問 合 せ 先 本 庁 舎( 千 住) ・文化 振 興

係 　3882- 1111 ㈹

生活用品大バザー に
ご寄贈を

11月29 ・30日 エ ル ・ ソフ ィ アで 行

う 厂足 立 区 消費 者 展 」の 中 で 、「生 活
用品 大 バ ザー 」 を 開 催。 こ こ で 取 り
扱 う 、 再 活用 が でき る 日 常生 活 用 品
の 寄 贈を お 願 いし ま す。

売 上 金 は、 社 会 福 祉 協 議会 に 寄 附
し ま す。 使 う 方 の身 に な って 。 十 分
使 用 で き 、 清 潔 で 安 全 なも の を お 願
い し ま す。

なお 、 食糧 品 、 医 薬品 、化 粧 品 、

勣吸 物 、 消耗 が は げし いも の は 受 け
付け で き ませ ん 。

受 付日 時 11月21日( 木) 。午前10時　～
午 後3 時

受 付場 所 ・問 合 せ 先 消 費者 セ ン タ
ー 　3880 ―5385

生涯学習推進季問
協賛事業 受講生募集

あ だ ち区 民 大 学

教 養コ ー ス 後 期公 開 講 座

「身近な環境づくり 」
～環境家計簿と環境カルテ～

美し い 地 球 と 隕ら れた 資 源 。 私 た
ち は21世 紀 の 子 孫 のた め に 、 恵 ま れ
た 地球 環 境 を 守 っ てい か ね ば な り ま
せ ん。 今 回 の 講 座 で は、 日 常 の 生 活
を 通し て 環 境 を 考え ます 。
日 時 11月27日( 水) 。午後7時～9　

時
場 所 中 央 本 町 セ ンタ ー
定員 30人( 抽 選)
講師 盛 岡 通 氏( 大阪 大 学 助 教 授)
申 込期 限 11月20 日 必着

あ だち 大 学 合 同 公 開 講座

「 生涯学習と私の生き生きライフ」

生 涯 学 習を 進 め る あ だち 大 学 グ ル
ー プ は 、合 同 で 公 開 講座 を 行 い ま す。
日 時 12月2日( 月) 、午後6時45分　～

8時45 分
場 所 エ ル ・ソ フ ィ ア 大 ホ ール
定 員 70人( 抽 選)
講 師 田嶋 陽 子 氏( 法 政 大 学教 授)
申 込 期 限 11月25 日 必 着

い ず れも
対 象 区 内 在住 ・ 在 動 ・ 在 学で18 歳

以 上 の 方
費 用 無 料
申 込 方 法 往復 ハ ガ キ に 住 所、氏 名 、

年 齢 職 業、 電 話 番 号 、 希望 講 座
名 を 明 記

申 込・問 合 せ先 本 庁 舎( 千 住) ・艾
化 振 興 係 〒120 千 住1 ―4 ―18　

3882こ- 1111㈹

あ なたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎( 千住) 1 階区民相談室
所 在 地 千住1- 4- 18　 　3882- 1111( 代)

困ったことや心配なこと があり ましたら 、お気軽にご 利用ください( 無料・秘密厳守)

RECYCLE PAPER
- 森 林資 源を 大 切 に-

Se 240, 000


